




























胞の増加､肥大ならびに微細構造の変化が密接に関与 していることを示 している｡ ま
た､ホルモン投与実験の結果から､成長ホルモンとコルチゾルは共に海水適応能の発
達に重要なホルモンであるが､各々の担 う役割が異なっているものと推察された｡つ
まり､酵素活性の上昇には成長ホルモンが､酵素タンパクの発現にはコルチゾルが主
に働いている可能性が示された｡さらに､酵素活性の上昇には塩類細胞内の微細構造
の発達が最も重要な要因であり､この発達に成長ホルモンが深 く関与 しているものと
思われる｡
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